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越
前
町
役
場 

新
庁
舎

新
庁
舎
の
建
設
状
況
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特  集

平 成31年4月25日 に 安 全
祈願祭を行い、工事の安全
と無事を祈願しました。
その後、役場別館跡地を整
地し、建設工事に向け、準
備を行いました。

新庁舎と、渡り廊下部分に、
基礎杭を65本打ちました。
3本の杭を継ぎ足し、一番
深い箇所で33メートル地
中まで打ち込んでいます。
杭は太い物で、直径80セ
ンチあります。

（令和元年6月26日撮影）

安
全
祈
願
祭

鉄
骨
建
て
方
工
事

準
備
・
仮
設
工
事
・
杭
打
工
事

完
成
イ
メ
ー
ジ

鉄
骨
建
て
方
工
事

基
礎
工
事打ち終わった杭の上部に、

補強筋を設置しました。
また、杭頭との間にも鉄筋
を組み、地中梁を設置しま
した。その後は、鉄骨建て
方に向け、土の埋戻しを行
いました。

（令和元年8月22日撮影）

鉄骨の建て方工事を開始しました。2台のクレーンを使って順番に組立てていきました。
（令和元年11月29日撮影）

1月中旬、鉄骨建て方工
事が終了しました。
現在は、建物の周りを足
場と防音シートで囲い、
腰壁や各階の床のコンク
リートを打設したり、壁
の設置を行っています。

※建物完成後、外構工事や、新庁舎への備品搬入・設置や、システムの移設などの引っ越し作業を行います。

1階  エントランスホール1階  ロビー

区　　分 項　　　目

建設工事
役場庁舎
公用車車庫

外構工事

既存構造物撤去
排水路
融雪設備
外灯
駐車場
構内道路

解体工事
現庁舎
公用車車庫（一部）

その他
システム等移設
備品購入・設置

新庁舎前
令和2年6月〜 9月予定

現庁舎跡
令和2年10月〜
　　令和3年3月予定

令和2年7月〜 10月予定

　
令
和
2
年
の
秋
を
目
途
に
、
新
庁
舎
へ
役
場

機
能
を
完
全
移
転
で
き
る
よ
う
、
日
々
作
業
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
引
き
続
き
大
変
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
庁
舎
建
設
室　
☎
３
４‒

８
７
１
１

現在行っている工事です
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越
前
町
役
場
の
新
庁
舎
は
、「
町
民
が
利
用
し
や
す
い
庁
舎
」 「
町
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
庁
舎
」 「
機
能
的
で
効
率
的
な
庁
舎
」 「
環
境
と
経
済
性
に
配
慮
し

た
庁
舎
」
と
し
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
新
た
な
よ
り
所
と
な
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。



マイナちゃんの　 ポイントマイナンバー クイズの答え　×
通知カードの「紛失届」を提出してもらえれば、
お手続きできます。通知カードがお手元にない人は、
早めのマイナンバーカードの作成をお勧めします。

ワン

今月のマイナンバーカード休日交付窓口は、3月29日（日）です。
ご予約は、27日（金）までに住民環境課（☎34–8708）へお願いします。

クイズ  マイ難問? !マイ難問? !
通知カードはマイナンバーカードをもらうときに引き換えで返すらしいけど、
通知カードを失くしてしまったらマイナンバーカードは作れない？   〇 ?  × ?

マイナンバーに関する疑問をクイズ形式で解決します。

クイズの答えは、
左のページ

男女共同参画・人権のとびら

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

Vol.43

　1月14日、織田コミュニティセンターにて第2回えちぜん男女共同参画まちづくり推進
員会が開かれました。
　今回は、福井工業大学非常勤講師の武内昭子先生を講師にお迎えし、「家庭と職場で使え
るコミュニケーション」と題した男女
共同参画に関する身近な事例を、それ
ぞれのグループに分かれて話し合いま
した。
　グループワーク終了後、武内先生か
らコミュニケーション全般で大事なこ
ととして「相手の話に共感すること」
「聴く姿勢や態度に、誠実さ、礼儀を
表すこと」などが挙げられ、まちづく
り推進員のみなさんからは、とても役
に立ったとのご意見が聞かれました。

第2回えちぜん男女共同参画まちづくり推進員会が開かれました

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  1月16日〜2月15日

問合せ先　監理課　 ☎34‒8719

工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主管課
越前町本庁舎据付家具設置工事（その1） 西 田 中 24,310,000 朝日木材産業㈱ 庁舎建設室

越前町本庁舎据付家具設置工事（その2） 西 田 中 32,505,000 ㈱大生 庁舎建設室

令和元年度 水仙ランド景観整備工事 血 ヶ 平 3,740,000 ㈱大生 商工観光課

令和元年度 20の1号橋ほか橋梁補修工事 厨 ほ か 9,680,000 ㈱大生 建 設 課

令和元年度 町道本通線道路舗装補修工事 西 田 中 4,334,000 ㈱大生 建 設 課

令和元年度 町道谷出線道路改良工事 江 波 2,941,400 斉藤建設㈱ 建 設 課

令和元年度 町道茂原道口線道路舗装補修工事 道 口 ・ 厨 14,784,000 ㈱大生 建 設 課

令和元年度 町道寺・八田線道路舗装補修工事 八 田 14,487,000 山中建設㈱ 建 設 課

令和元年度 町道新庄気比庄線道路舗装補修工事 気 比 庄 4,577,100 ㈱森下組 建 設 課

令和元年度 町道市・乙坂線道路改良工事 市 4,161,300 西田中建設㈱ 建 設 課

令和元年度 町道梅浦1号線道路改良工事 梅 浦 4,840,000 ㈱四ヶ浦建設 建 設 課

令和元年度 新庄橋ほか橋梁補修工事 西田中ほか 8,506,300 西田中建設㈱ 建 設 課

令和元年度 漆本橋補修工事 上 川 去 12,760,000 丹南開発㈱ 建 設 課

令和元年度 漆本橋添架管移設工事 上 川 去 2,998,600 大林設備 建 設 課

令和元年度　布殿浄水場膜ろ過用エア作動弁更新工事 梅 浦 4,598,000 ㈱大生 上下水道課

令和元年度　布殿浄水場次亜貯蔵槽取替工事 梅 浦 3,740,000 ㈱大生 上下水道課

令和元年度　米ノ浄水場急速ろ過機ろ過砂交換工事 米 ノ 5,885,000 荏原商事㈱ 
福井支店 上下水道課

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
海
楽
園
で
は
、
環
境

省
の
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業
費
等
補

助
金
を
活
用
し
、
太
陽
熱
と
空
気
熱
を
利
用
し

た
ツ
イ
ン
パ
ワ
ー
給
湯
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま

し
た
。

　
こ
の
給
湯
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
削
減
量
は
年
間
で
約
13
・
9
ト

ン
（
25
ｍ
プ
ー
ル
約
14
杯
分
相
当
）
が
見
込
ま

れ
、
約
32
％
の
削
減
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
越
前
町
も
推
奨
し
て
い
ま
す
。

太
陽
熱
利
用
給
湯
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た

▲海楽園の屋根に設置された太陽熱集熱器

▲ 推進員会の様子

　
1
月
29
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

第
2
回
越
前
町
学
校
教
育
環
境
検
討
委
員
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
会
議
で
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
学
校
区
別
の
回
答
を
比
較
し
た
こ
と

で
、
学
校
規
模
の
大
小
や
地
域
で
感
じ
方
や
考

え
方
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
の
現
状
を
知
る
た
め
、
人
口
や
児

童
生
徒
数
の
推
移
、
教
職
員
数
、
学
校
施
設
の

概
要
や
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
の
協
議
も
行

い
ま
し
た
。
会
議
で
は
、「
学
校
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
様
々
な
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
べ

き
」
な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
町
内
小
中
学
校
の
代
表
者
か
ら
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
の
良
さ
や
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
で
、

よ
り
良
い
教
育
環
境
に
つ
い
て
慎
重
に
協
議
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

第
2
回
越
前
町
学
校
教
育
環
境
検
討
委
員
会

　
2
月
1
日
、
朝
日
小
学
校
体
育
館
で
、
越
前

町
小
学
生
イ
ン
ド
ア
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が
開
か

れ
、
男
女
13
チ
ー
ム
、
約
90
人
が
出
場
し
ま
し

た
。
6
年
生
中
心
の
チ
ー
ム
に
よ
る
一
部
と
そ

れ
以
下
の
二
部
に
分
か
れ
、
リ
ー
グ
戦
で
競
い

合
い
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
イ
ン
ド
ア

ホ
ッ
ケ
ー
は
、
外
で
ホ
ッ
ケ
ー
が
出
来
な
い
冬

期
間
に
行
わ
れ
、
通
常
よ
り
も
コ
ー
ト
が
狭
く

な
る
特
徴
か
ら
ボ
ー
ル
を
扱
う
技
術
が
要
求
さ

れ
ま
す
。
こ
の
大
会
で
身
に
付
け
た
、
パ
ス
精

度
、
シ
ュ
ー
ト
技
術
を
活
か
し
、
来
月
か
ら
の

本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、
選
手
た
ち
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

大
会
結
果
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ｉ
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Ｓ
２

　
男
子
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ｉ
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Ｓ
２
ジ
ュ
ニ
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女
子
一
部　

　
　
優　
勝

　
　
　
糸
生
・
常
磐
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
女
子
二
部　

　
　
優　
勝

　
　
　
朝
日
ス
マ
イ
ル

越
前
町
小
学
生
イ
ン
ド
ア
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http://www.fd-sabaenyu.jp/

消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

春の火災予防運動春の火災予防運動
3月20日（金）〜26日（木）3月20日（金）〜26日（木）

季節が移り変わるこれからの時季は、空気が乾燥し、火災が特に発生しやすくなります。
消防署では、住民・事業所のみなさんの防火意識の向上を図ることを目的に春の火災予防運動を実施します。

住宅用火災警報器の点検をしましょう

ガソリンを取り扱うときの注意事項

　消防法改正により、住宅用火災警報器の設置が義務付けられてから10年以上経過しました。火災が発
生した場合でも、住宅用火災警報器が正しく作動するよう日頃からお手入れと作動確認をしましょう。

ガソリンは、灯油用ポリ容器に
入れることはできません！！

ガソリン携行缶に貼られている注意事項
に留意して取り扱ってください！！

！噴出注意！
★周囲の安全を確認
★フタを開ける前に
　①エンジン停止
　②エア抜きをする
★高温の場所禁止

ほこりなどが付くと誤作動の原因になります。
こまめにチェックしましょう。

警報器のボタンを押して（ひもを引いて）
テスト音を確認しましょう。
テスト音が鳴らないときには、次のことを確認
しましょう。 
◦電池は正しくセットされてますか？
◦電池は切れていませんか？
　（電池の寿命は、10年が目安です。）
※それでも鳴らない場合は故障が考えられます。
　取扱説明書を確認してください。

お手入れ

作動確認
ボタンを

押す
ひもを
引く

テストは
良好です。

ピーピーピー
火事です

ガソリンの適正な使用を徹底するため、ガソリンを携行缶
で購入される人に対して、
消防法で	 ①本人確認（運転免許証の提示など）

②使用目的の確認を行うとともに、販売記録を作
成することが義務付けられました。（2月1日施行）

みなさんのご理解とご協力をお願いします。

ガソリンを携行缶で購入されるみなさんへ

セルフスタンドにおいても、ガソリン
容器への詰替えは、ガソリンスタンド
の従業員が行う必要があります！！

灯油用ポリ容器 ガソリン携行缶

春は
火の取り扱いに
ご注意を！！

　
福
井
県
市
町
総
合
交
通
災
害
共
済
の
令
和
2

年
度
加
入
者
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

共
済
期
間　

　
4
月
1
日
〜
翌
年
3
月
31
日
ま
で

※
途
中
加
入
の
場
合
は
、
掛
け
金
納
入
の
翌

日
か
ら

共
済
掛
金

　
一
人
あ
た
り
年
５
０
０
円

申
込
み
の
方
法

3
月
中
に
、
各
地
区
の
区
長
を
通
じ
て
加
入

申
込
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
加
入
者
欄
に

丸
印
を
記
入
し
、
掛
金
を
添
え
て
左
記
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◦
各
地
区
の
区
長

◦
防
災
安
全
課
、
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

◦
県
内
の
福
井
銀
行

見
舞
金
の
額

　
2
万
円
〜
１
０
０
万
円

見
舞
金
の
対
象

①
自
動
車
・
自
動
二
輪
車
・
自
転
車
・
電
車
・

バ
ス
・
旅
客
船
・
旅
客
機
な
ど
、
交
通
機

関
の
運
行
に
伴
う
事
故

②
身
体
障
が
い
者
用
の
車
い
す
な
ど
を
道
路

上
で
使
用
中
に
起
き
た
事
故

※
日
本
国
内
で
発
生
し
た
事
故
で
、
1
週
間

以
上
の
治
療
を
要
す
る
障
害
か
ら
対
象
に

な
り
ま
す
。

※
事
故
発
生
時
の
状
況
に
よ
っ
て
は
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
防
災

安
全
課
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

見
舞
金
の
請
求
時
に
必
要
な
書
類

加
入
者
証
、交
通
事
故
証
明
書
、診
断
書（
組

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

合
指
定
）、
自
賠
責
保
険
に
お
け
る
診
断
書

と
診
療
報
酬
明
細
書
の
写
し
（
原
本
証
明
が

あ
る
も
の
）
な
ど

※
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
小
さ
な
被
害
で
も
す

ぐ
に
警
察
に
連
絡
し
、
現
場
確
認
を
お
願

い
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
が
遅
れ
る
と
、

事
故
証
明
が
取
得
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

請
求
で
き
る
期
間

　
事
故
の
当
日
か
ら
2
年
以
内

問
合
せ
先

　
防
災
安
全
課　
☎
３
４‒

８
７
２
１

　
町
で
は
、
保
育
所
・
児
童
館
・
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間

3
月
2
日
㈪
〜
3
月
19
日
㈭

受
付
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
ま
で

募
集
職
種
・
人
数

①
保
育
士　
2
人

②
放
課
後
児
童
支
援
員　
2
人

③
児
童
相
談
員　
1
人

職
務
内
容

①
保
育
所
で
の
保
育
業
務

②
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
放
課
後
支
援
業
務

③
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
児
童
相
談
業
務

雇
用
期
間
（
①
〜
③
）

採
用
決
定
後
〜
令
和
3
年
3
月
31
日

必
要
資
格

①
保
育
士

②
放
課
後
児
童
支
援
員
、
児
童
厚
生
員
、
保

育
士
、
教
員
免
許
の
い
ず
れ
か
の
資
格

③
保
育
士
、
ま
た
は
教
員
免
許

勤
務
地

①
町
内
の
公
立
保
育
所

②
糸
生
児
童
ク
ラ
ブ
、
宮
崎
児
童
ク
ラ
ブ

③
宮
崎
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

勤
務
時
間

①
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
（
月
〜
金
）

②
午
後
1
時
〜
午
後
6
時
（
月
〜
土
）

（
学
校
の
長
期
休
暇
中
は
午
前
8
時
〜
午
後

6
時
の
う
ち
、
7
．5
時
間
以
内
）

③
午
前
9
時
〜
午
後
2
時
（
月
〜
金
）

※
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み

会
計
年
度
任
用
職
員
（
保
育
所
・
児
童
館
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
の
募
集
に
つ
い
て

報　
　
酬

①
月
額
１
５
７
，８
３
８
円

②
時
給
１
，０
０
２
円

③
月
額
１
０
５
，２
２
５
円

賞　
　
与
（
①
〜
③
）

初
年
度
は
１
．６
９
か
月
分
支
給

※
支
給
対
象
は
6
か
月
以
上
の
任
用

通
勤
手
当
（
①
〜
③
）

片
道
2
㎞
以
上
の
人
が
対
象
。
交
通
手
段
、
勤

務
日
数
な
ど
に
よ
っ
て
金
額
は
異
な
り
ま
す

社
会
保
険
等
（
①
〜
③
）

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保
険
、
労
災

応
募
書
類

所
定
の
申
込
書
、
資
格
証
の
写
し

選
考
方
法　
面
接

都
合
の
良
い
日
・
時
間
に
保
育
所
や
児
童
館
で

働
き
ま
せ
ん
か
？

　
町
で
は
、
保
育
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
毎
日
や
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
の
は
無
理
だ

け
ど
、
空
い
た
時
間
に
週
1
〜
3
日
く
ら
い
ま

で
な
ら
勤
務
可
能
な
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
お
気
軽
に
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
福
祉
課 

☎
３
４‒

８
７
２
５

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集
が
あ
る
場

合
は
、
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
総
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
０

町からのお知らせ
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令和2年度

通学支援補助制度の申請受付が始まります
　町では、子育て支援と定住促進を目的として、公共交通機関で通学する高校生の保護者に対し、
学校教育の経済的負担を軽減する通学支援補助金を交付しています。令和2年度の申請受付は、3
月2日（月）から開始します。

町内に在住し、通学用のバスまたは電車の定期券を購入す
る18歳以下の高校生の保護者で、町税の滞納がない人

対 象 者

　月額5,000円（年額最高60,000円）
（通学ルートなどの条件があります。詳細は企画財政課まで
お問い合わせください。） 

申請者の負担額

定期券購入額から申請者の負担額を差し引いた額
補 助 金 の 額

　補助金を受ける場合は、事前に「通学支
援補助金定期券購入証明書」（以下「購入証
明書」）の申請が必要です。申請用紙に生
徒手帳（新1年生は、合格通知書）の写し、
利用中の定期券をお持ちの場合は、定期券
のコピーを添えて企画財政課または各住民
サービス室に提出してください。町が発行
した「購入証明書」を福井鉄道、京福バス
の定期券購入窓口に提出することで、補助
金の額を差し引いた額（申請者の負担額）
で定期券を購入することができます。ただ
し、対象となるのは、有効期間が令和2年
4月1日以降のものです。

補助金申請・定期券購入手続き

　JR定期券とえちぜん鉄道定期券の申請をする場合は、事
前に企画財政課までお問い合わせください。
　令和元年度分の申請期限は3月19日（木）ですので、まだの
人はお早めに申請をお願いします。

そ の 他

問合せ先　企画財政課　☎34–8702

　
町
で
は
、
日
常
的
に
自
動
車
を
運
転
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
に

福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
中
に
交
付
し
た
乗
車
券
は
、
3

月
末
で
有
効
期
限
を
迎
え
ま
す
。
4
月
以
降
も

乗
車
券
が
必
要
な
人
は
、
更
新
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

◦
身
体
障
害
者
手
帳　

1
級
の
人
、
視
覚
・

下
肢
・
体
幹
の
障
が
い
で
2
級
の
人

◦
療
育
手
帳　
Ａ
1
、
Ａ
2
の
人

◦
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳　
1
級
、
2

級
の
人

た
だ
し
、次
の
人
は
、対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◦
医
療
機
関
に
入
院
中
、施
設
に
入
所
中
の
人

◦
自
分
で
自
動
車
を
運
転
す
る
人
（
体
調
不

良
な
ど
で
一
時
的
に
運
転
し
な
い
場
合

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

※
対
象
に
な
る
障
が
い
の
等
級
は
、
各
障
が

い
の
個
別
の
等
級
で
判
断
し
ま
す
。
例
え

ば
、
上
肢
障
が
い
3
級
と
下
肢
障
が
い
4

級
の
人
は
、
総
合
等
級
で
2
級
に
な
り
ま

す
が
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
金
の
額

　
タ
ク
シ
ー
普
通
車
初
乗
り
運
賃
額

※
乗
車
券
は
、
年
間
24
枚
で
す
。
年
度
途
中

で
申
請
す
る
場
合
は
、
月
割
り
し
た
枚
数

に
な
り
ま
す
。

手
続
方
法

印
鑑
と
障
害
者
手
帳
を
ご
持
参
の
う
え
、
福

福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
更
新
の
お
知
ら
せ

祉
課
ま
た
は
宮
崎
・
越
前
・
織
田
住
民
サ
ー

ビ
ス
室
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

◦
乗
車
券
は
、
障
が
い
者
本
人
以
外
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

◦
乗
車
の
際
に
は
、
必
ず
障
害
者
手
帳
を
運

転
者
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
再
交
付
は
い

た
し
ま
せ
ん
。

◦
町
外
へ
転
出
さ
れ
た
と
き
は
、
未
使
用
の

乗
車
券
を
お
返
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
福
祉
課 

☎
３
４‒

８
７
２
５

普通車

令和
令和

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
に
軽
自
動

車
な
ど
を
所
有
、
使
用
し
て
い
る
人
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　
車
両
を
解
体
し
た
り
、
他
人
に
譲
っ
た
り
し

た
場
合
で
も
、
3
月
31
日
ま
で
に
廃
車
や
名
義

変
更
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
車
両

登
録
上
の
持
ち
主
に
引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
手
続
き
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
各
機
関
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
販
売
店
な
ど
に
手
続
き
を
依
頼
す
る
場
合
に

は
、手
続
き
完
了
日
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
手
続
き
は
3
月
31
日
ま
で
に

手
続
き
が
で
き
る
機
関

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄
ま
で
）、　
農

耕
用
車
両
、
小
型
特
殊
車
両
、
ミ
ニ
カ
ー

　
　
税
務
課
、
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
軽
二
輪
（
１
２
５
㏄
超
〜
２
５
０
㏄
）、

　
小
型
二
輪
（
２
５
０
㏄
超
）

　
　
福
井
運
輸
支
局
（
福
井
市
西
谷
）

　
　
☎
０
７
７
６‒

３
４‒

１
６
０
１

　
軽
自
動
車
（
三
輪
、
四
輪
）

　
　
軽
自
動
車
検
査
協
会
福
井
事
務
所

　
　
（
福
井
市
浅
水
）

　
　
☎
０
５
０‒

３
８
１
６‒

１
７
７
４

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
９

　

病
気
や
ケ
ガ
で
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と

き
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）

を
利
用
す
る
と
、
薬
代
が
先
発
医
薬
品
よ
り
3

割
か
ら
5
割
程
度
安
く
な
り
、
家
計
の
節
約
と

な
る
だ
け
で
な
く
、
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費

の
増
加
を
抑
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
国
で
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
率

の
目
標
を
令
和
2
年
9
月
分
で
80
％
と
し
て
い

ま
す
。
町
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
率
は
、
令
和
元
年
11
月

分
で
81
・
4
％
と
な
り
、
1
年
早
く
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

こ
の
普
及
率
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
場
合

は
、
健
康
保
険
証
更
新
時
（
昨
年
7
月
）
に
配

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で
医
療
費
を
節
約
し
ま
し
ょ
う

布
し
た「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
」

を
健
康
保
険
証
な
ど
に
貼
っ
て
、
利
用
希
望
の

意
思
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　
健
康
保
険
課　
☎
３
４‒

８
７
１
０

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

厚
生
労
働
省
も
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
あ
さ
ひ
ト
ク
と
く
カ
ー
ド
と
す
い
せ
ん
カ
ー

ド
は
1
月
10
日
で
発
行
を
終
了
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
貯
め
ら
れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
加
盟
店
で

ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
お
使
い

く
だ
さ
い
。

使
用
期
限

　
3
月
31
日
㈫
ま
で

使
用
方
法

各
加
盟
店
で
満
点
カ
ー
ド
は
1
枚

５
０
０
円
、
発
行
途
中
の
カ
ー
ド

は
1
列
（
10
マ
ー
ク
分
）
50
円
に

換
算
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
1
月
4
日
か
ら
朝
日
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

の
改
修
工
事
の
た
め
、
利
用
を
停
止
し
て
い
ま
し

た
が
、
3
月
21
日
㈯
か
ら
利
用
を
再
開
し
ま
す
。

　

今
後
も
健
康
づ
く
り
や
競
技
力
向
上
の
た

　

天
井
耐
震
化
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、

カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル（
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル
）は
、

4
月
1
日
か
ら
利
用
を
再
開
し
ま
す
。

　

な
お
、
駐
車
場
と
正
面
入
口
に
つ
い
て
は
、

越
前
町
役
場
新
庁
舎
建
設
工
事
の
た
め
、
現
状

あ
さ
ひ
ト
ク
と
く
カ
ー
ド
・
す
い
せ
ん
カ
ー
ド
の
利
用
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

越
前
町
朝
日
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
の
利
用
再
開
に
つ
い
て

カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
の
利
用
再
開
に
つ
い
て

め
、
朝
日
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
☎
３
４‒

８
７
３
０

の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

▲あさひトクとくカード

▲すいせんカード

問
合
せ
先

　
●
あ
さ
ひ
ト
ク
と
く
カ
ー
ド

　
　
朝
日
商
店
振
興
協
同
組
合

　
　
☎
３
４‒

２
０
６
０

　
●
す
い
せ
ん
カ
ー
ド

　
　
越
前
町
商
業
振
興
会

　
　
☎
３
６‒

０
８
０
０

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ
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問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

3/1日〜29日

問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

3月の越前陶芸村スケジュール

14㈯・
15㈰ こいのぼりの灯りとり　福井県陶芸館

～ 3/22㈰ 響きあう酒器展　越前陶芸村文化交流会館

1㈰～
4月末 私のいちおし展　越前焼の館

1㈰～
29㈰

福井県陶芸館 陶芸教室 作品展「土のかたち」
福井県陶芸館

20（金・祝）
勅使河原茜スライドトークショー＆
デモンストレーション「越前焼と春の花」
越前古窯博物館

20（金・祝）
～ 22㈰

勅使河原茜『越前焼と春の花』記念
3日間限定 特別呈茶
越前古窯博物館

毎日開催 越前焼アクセサリー作り　越前焼の館

いつも陶芸教室をご利用いただいているお客様
の作品展「土のかたち」を今年も3月に陶芸館
資料館ロビーで開きます。花器や食器、灯かり
とりなどいろいろなものが並びます。今回は展
示販売もいたします。ぜひご覧ください。

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

3月20日 金・祝

福井県陶芸館  陶芸教室  作品展

「土のかたち」

毎火～日 ピアノトレーニングプラン　越前陶芸村文化交流会館

毎土日 ロクロで作ろう！マイ茶碗　越前焼の館

毎日開催 「Ｒ
り
ｅ-

・
ｋ

か え る
ａｅｒｕ」食器買い替え革命　越前焼の館

会　期	 3月1日（日）~29日（日）
料　金	 無料
場　所	 福井県陶芸館　ロビー

5月のこどもの日に向けて、粘土の筒を削ってこ
いのぼりを作ってみませんか？こいのぼりの中
に和紙を入れて、付属の LEDキャンドルを灯せ
ば陶あかりにも
なります。お子
様から大人まで
参加できます。

3/14土・15日

こいのぼりの灯りとり

日　時	 3月14日（土）・15日（日）
	 午後2時～（1時間30分程度）
料　金	 2,500円（越前和紙・LEDキャンドル付）
定　員	 各回15人（事前予約優先）
場　所	 福井県陶芸館　陶芸教室

問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

利用時間	 午前9時～午後5時
場　所	 越前陶芸村文化交流会館
料　金	 1時間　3,000円～
3月の休館日　2・9・16・23・30日
開館時間	 午前9時～午後5時
	 （最終入館は午後4時30分）

越前陶芸村文化交流会館は、一流ピアニストも愛用する「スタインウェ
イピアノ」を保有しています。コンサートさながらの響きにこだわった
714席の大きなホールで、春のコンクール・発表会に向けて、この時期ス
テップアップしませんか？ (注：観客を伴うご利用はできません。お申込
者のみの個人レッスンに限ります )　ご利用に応じた特典もご用意してお
りますので、詳しくはお気軽にお問い合わせください。

毎火〜日

ピアノトレーニングプランピアノトレーニングプラン

3月1日日〜4月末

私私ののいちおし展いちおし展

会　期	 3月1日㈰～4月末
料　金	 無料
場　所	 越前焼の館

いけばな草月流家元で越前古窯博物館特別館長の勅使河原茜氏が、父である
先代（宏氏）との思い出などについて語るトークショー、父と自身の越前焼
花器を用いてのいけばなデモンストレーションをご覧いただきます。花木が
咲き誇る季節、越前焼とのコラボレーションの世界をお楽しみください。

勅使河原茜『越前焼と春の花』開催を
記念して、3日間の期間限定で特別な
呈茶メニューをご提供します。若竹の

生け花をイメージした、
式典にさらに彩りを添
える特別仕様の生菓子
とお抹茶セットです。

スライドトークショー＆
デモンストレーション

勅使河原 茜

勅使河原茜『越前焼と春の花』記念
3日間限定 特別呈茶

会　期	 3月20日（金・祝）～
	 22日（日）
場　所	 越前古窯博物館
	 旧水野家住宅
料　金	 600円
定　員	 無くなり次第終了

関連
企画

定　員	 100人
場　所	 越前古窯博物館
	 天心堂

会　期	 3月20日（金・祝）
	 午後1時～ 3時30分
料　金	 1,000円（古窯博物館・陶芸館入館	

料込み／お抹茶生菓子セット付）

越前焼の館では、2か月ごとに3～ 4
窯元にスポットをあてたプチ個展を開
催中です。3・4月は国成窯、あかね
陶房、光窯です。常設展示とはひと味
違う窯元の魅力をご覧いただけます。

越前焼と春の花

大切に話そう「ことば」生きている	 嶋田富士雄
老いてなお楽しく生きること学ぶ	 嵐　喜美枝川 柳身も心自由なうちは青春だ	 笹下　利行

年金の暮らしに風が強すぎる	 富田コズエ川 柳
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ゼ
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。
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ラ
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友
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を
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ま
す
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や
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の
機
会
に
ぜ
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ご
入
会
く
だ
さ
い
。

会
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特
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無
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園
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※
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ク
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フ
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プ
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進
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新
規
入
会
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の
み
）

　
人
気
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験
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作
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な
ど
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先
行
予
約
受
付

　
年
刊
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
だ
よ
り
を
お
届
け

　
一
年
間
の
イ
ベ
ン
ト
や
園
長
に
よ
る
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内

散
歩
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
友
の
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会
員
募
集

会　
　
費　
３
千
円

入
会
方
法

植
物
館
受
付
に
て
申
込
書
に
記
入
し
、
会
費

を
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
後
、
会
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行
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ま
す
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０
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６
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０
２
０
」
の
開

催
日
が
８
月
15

日
㈯
に
決
定
し
ま

し
た
。
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る
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し
ま
す
。
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Ｔ
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Ｉ
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０
２
０
ス
タ
ッ
フ
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集
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画
ス
タ
ッ
フ

「
今
年
の
Ｏ
・
Ｔ
Ａ
・
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ
響
は
一
味
違

う
」
そ
ん
な
企
画
の
立
案
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
当
日
ま
で
に
数
回
打
合
せ
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

運
営
ス
タ
ッ
フ

当
日
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先
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Ａ
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
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内
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１
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く
ま
カ
フ
ェ
で
は
、
か
こ
さ
と
し
ふ
る
さ
と

絵
本
館
「

ら
く

」
館
長
で
、
仁
愛
大
学
・
仁
愛
女

子
短
期
大
学
名
誉
教
授
の
谷
出
千
代
子
さ
ん
を

講
師
に
お
迎
え
し
、
子
育
て
講
座
を
開
き
ま

す
。
質
疑
応
答
の
時
間
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
時　
4
月
5
日
㈰　
午
後
1
時
〜

場　
所　
く
ま
カ
フ
ェ
（
熊
谷
区
）

定　
員　
30
人

参
加
費　
1
人
千
円
（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

谷
出
千
代
子
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
子
ど
も
は
親
の
声
や
顔
の
表
情
を
見
て
聞

い
て
い
る
の
で
、
言
葉
と
と
も
に
態
度
で
示
す

こ
と
が
大
切
で
す
。
子
ど
も
が
試
し
、
失
敗
し

な
が
ら
成
長
す
る
姿
を
見
守
る
勇
気
を
持
っ
て

く
だ
さ
い
ね
。」

問
合
せ
先　
く
ま
カ
フ
ェ
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
☎
３
２‒

２
４
１
２

子
育
て
講
座
の
ご
案
内　
～
く
ま
カ
フ
ェ
～

講師　谷出千代子さん

I n f o r m a t i o nえちぜん
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陶芸村だよりみんな集まれ



こちら健康増進係 み な さ ん の 健 康 づ く り を 応 援 し ま す !
第52回

H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

ペースメーカー生きる力の助け船	 渡辺　照子
寒風の中しなやかに揺れる竹	 松村　典子川 柳水仙が雪なく風に凛と立つ	 武藤　久子

自由自在動いた頃を懐かしむ	 山内　千代川 柳

3月は、自殺対策強化月間です。

感染症対策（新型コロナウィルスなど）へのご協力をお願いします

～ つらい気持ちひとりで抱えていませんか？ ～

誰かの心の SOS サイン感じたら…
あなたにもできることがあります。まずは声をかけることから始めてみませんか？

　感染症対策の基本は「手洗い」「マスクの着用を含む咳エチケット」です。
　くしゃみや咳がでるときは、飛

ひ

沫
まつ

にウィルスを含んでいるかもしれません。咳エチケットを心がけましょう。

　家族や同僚等の身近な人が、今までとは様子が異なるなどの変調に気づいたら、あなたがゲートキーパーに
なりましょう。ゲートキーパーとは、悩んでいる人の変化に気づき、そばで寄り添う役割を持つ人のことです。

家族や仲間の変化に気づいて声をかける
◦ 「いつもと違う」サイン見逃

さないで

◦サインに気づいたら声をかけ
てみましょう

気づき

早めに専門家に相談するよう促すつなぎ

気持ちを受け止めて、耳を傾ける
◦誠実に、相手を尊重

して否定せず聴く

◦ねぎらいの言葉を
伝えましょう

傾　聴

温かく寄り添いながら、じっくり見守る見守り

様々な悩みやストレスによって心が疲れている人に専門家が相談に応じます。秘密は厳守します。

心をいやす相談会
日 時  3月24日（火）　
 午後1時30分～午後4時
  （毎月1回実施しています。）

場 所  朝日保健センター（朝寿殿）

スタッフ  臨床心理士

内 容  予約制で45分間の個別相談、
無料

予 約 先  健康保険課　☎34–8710

こころの健康相談統一ダイヤル
☎0570–064–556

接続先  福井県総合福祉相談所（ほっとサポートふくい）
  こころの相談電話　☎0776–26–4400
  午前9時～午後5時

よりそいホットライン
フリーダイヤル

0120–279–338
全国どこからでもかけられます。24時間通話無料です。

接続先  一般社団法人社会的包摂サポートセンター

春になると作業などが増え腰痛、肩こりが起こりやすくなります。簡単な体操で予防してみませんか。

「えちぜん健康チャレンジ」対象講座です

日 時  3月23日（月）　午後2時～ 3時まで

会 場  織田コミュニティセンター　

内 容  リフレッシュ体操…肩こり、腰痛予防を中心に
持 ち 物  飲み物、えちぜん健康チャレンジカード
※えちぜん健康チャレンジポイント交換は3月31日までです。

申 込 先 健康保険課　☎34–8710　

10
ポイント

こんな言葉はNGです。
◦命を大切にして。
◦家族が悲しむよ。
◦死ぬ気になれば　　

なんでもできるよ。

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

お子さんの予防接種をお忘れではありませんか

子宮頸がん予防ワクチンについてのお知らせ

　3月1日から3月7日は ｢子ども予防接種週間｣ です。お子さんの予防接種忘れがないか、母子健康手帳を確認してみましょ
う。そして4月からの入園・入学・進級に備えて必要な予防接種を済ませ、病気を未然に防ぎましょう。

　平成25年から厚生労働省の勧告を受け、現在は積極的に予防接種を勧めることを控えているため、町では子宮頸がん予防ワクチ
ンの個人通知をしていませんが、接種をご希望の人は定期接種（無料）として子宮頸がん予防ワクチンを接種することができます。
　予防接種の対象者は、12歳～ 16歳（小学6年生～高校1年生相当）の女子です。
　ワクチン接種の効果や副反応のリスクなどを確認した上で、ご希望の人は、子育て世代包括支援センターまでご連絡ください。

※ご自宅に予診票（兼受診券）がない場合は、再発行できますので、子育て世代包括支援センターまでご連絡ください。

　『フレイル』とは、年齢とともに全身の筋力や心身の活力（認知機能、社会
とのつながりなど）が低下し、介護が必要になりやすい状態のことをいいます。
まず、今の状態をフレイルチェックで知り、介護を必要としない元気な生活
をおくりましょう。

日　時   3月3日（火）　午後1時30分～ 3時30分
場　所   越前町社会福祉センター（朝寿殿）
対象者   おおむね65歳以上の人
定　員   先着20人程度
服　装   動きやすい服、ストッキング不可
持ち物   水分補給できる物

　フレイルチェック教室は、体組成計や握力計を使っ
た筋肉量の測定や、滑舌測定器を使い、お口の中の機
能の測定など身体の状態を詳しく確認することができ
ます。どなたでも参加できますのでお気軽にお申込み
ください。

問合せ先　越前町地域包括支援センター　☎34–8729

フレイルチェックしてみませんか?

▲筋肉量測定の様子

　子宮がんのうち子宮の入り口にできるがん
が子宮頸がんです。子宮頸がんの主な発生原
因は HPV（ヒトパピローマウイルス）で、ワ
クチンを接種することでウイルスの感染を防
ぐことができます。
※ワクチンを受けた人も20歳になったら子宮頸
がん検診を定期的に受けることが必要です。

おもな症状　接種部位の痛みやはれ、赤み
まれに報告される症状
◦呼吸困難、じんましんなどを症状とする
重いアレルギー（アナフィラキシー）

◦手足の力が入りにくいなどの症状（ギラ
ン・バレー症候群という末梢神経の病気）

◦頭痛、おう吐、意識の低下などの症状

ワ
ク
チ
ン
の
効
果

（
接
種
後
に
起
こ
り
え
る
症
状
）

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

Q 予防接種は
必要なの？ A 感染症にかかる前にワクチンによって免疫（抵抗力）をつけることで、病気

になりにくくします。また実際に感染症にかかるよりも症状が軽いことや、
周りの人にうつすことがなくなります。

問合せ先   健康保険課　☎34–8710

「健康チャレンジ講座」　リフレッシュ体操のご案内

広報 えちぜん13 令和 ２ 年 ３ 月号
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健康な暮らしのために



毎日を精一杯に生きること	 山谷　ゆり
風向きが変わりだしたなやはり金	 司辻　文子川 柳追い風と向かい風ある人生譜	 向当みつ子

自由詩の中で命の丸洗い	 原　　榮子川 柳

子育て世代包括支援センターだより子育て世代包括支援センターだより
││

││

││
├├ ├├

├├

問合せ先 子育て世代包括支援センター　☎34–8821

この1年を振り返って
　今年は平成から令和の時代になり、町では「ブック
スタート」と「5歳児健診」が始まりました。「ブック
スタート」では、“親と子の心の触れ合い”の重要性を
お伝えし、「5歳児健診」では、就学に向けての準備を
保護者や保育所などと一緒に行っています。
　新たな事業が増えることで、お母さん、お父さん、
お子さんと会う機会も増え、お会いした時に声をかけ
ていただけること、お子さんの成長を一緒にみていけ
ること、お母さん、お父さんと育児の葛藤を共有し、
考えていけることを嬉しく感じています。
　年々、子どもの数は減少していますが、各教室に親
子揃って多くの人が参加してくれました。スマート
フォンなどのメディアを通じての交流や情報収集が増
えていますが、町では、「実際に会って話をすること、
聞くこと」をこれからも大切にして、みなさんと関わっ
ていきたいと思います。

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医
 3 月 1 日㈰ 織田病院 ☎36–1000

 3 月 8 日㈰ 伊部病院 ☎34–0220

 3 月15日㈰ 織田病院 ☎36–1000

 3 月20日㈮ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774

 3 月22日㈰ 両林医院 ☎37–0005

 3 月29日㈰ 橘医院 ☎36–0015

♥離乳食教室（予約制）
 3 月24日㈫ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♠心をいやす相談会（予約制）
 3 月24日㈫ 午後 1 時30分～ 4 時 朝日保健センター（朝寿殿）

♥助産師さんとの座談会（予約制）
 3 月27日㈮ 午前 9 時30分～正午 宮﨑コミュニティセンター

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会
 3 月 3 日㈫

午後 1 時～ 4 時
越前地域福祉センター

 3 月17日㈫ 織田コミュニティセンター

問合せ先 ♠健康保険課 ☎34‒8710
 ♥福祉課 ☎34‒8709
 ♦越前町社会福祉協議会 ☎34‒2388

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで 社会福祉センター

第1 ～ 4土曜・祝日 午前 9 時30分～午後 2 時まで 社会福祉センター

♦介護おはなし会（予約制）
 3 月25日㈬ 午後 1 時～ 3 時 宮崎コミュニティセンター

♦無料法律相談会（予約制）
 3 月24日㈫ 午後 1 時～ 4 時 宮崎コミュニティセンター

♥3歳児歯科健診
 3 月 5 日㈭ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥1歳6か月児健診
 3 月12日㈭ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥マタニティスクール（予約制）
 3 月16日㈪ 午後 1 時30分～ 織田コミュニティセンター

「昨年の人気本を読んでみませんか？」「昨年の人気本を読んでみませんか？」

平成31年1月～令和元年12月に町内4館でよく借りられた一般書は、次のとおりです。

問合せ先問合せ先
町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

図書館だ
より

　この交流事業は、越前町で誕生した「幸若舞」をきっかけとし、現在も伝承されている福岡県みやま
市と平成7年から実施しています。
　昨年11月に越前町の児童12人が福岡県みやま市を訪れ、1月17日からの3日間は、みやま市の児童
15人を越前町に迎え、交流しました。
　滞在中には、「幸若舞」についての歴史や、越前町の特産である「越前焼」や「越前がに」について学び、
ユニホックを体験するなど、越前町とみやま市の児童がかけがえのない経験をすることができました。

A	word	from	the	international	arena...

Vol.156
国際交流室から一言

越前町・福岡県みやま市児童交流事業について

問合せ先　越前町国際交流協会（国際交流室内）　☎34‒8713 「助産師さんとの座談会」 で「助産師さんとの座談会」 で

子ども達が触れ合っていました子ども達が触れ合っていました

「離乳食教室」 でお母さん達が「離乳食教室」 でお母さん達が

日頃の悩みを共有しました日頃の悩みを共有しました

町立図書館　3月16日（月）〜19日（木）までの4日間
※図書の返却は、夜間返却口または分館にお願いします。

蔵書点検による臨時休館のお知らせ

小説・エッセイ
◦マスカレード・ホテル ………………………  東野　圭吾
◦ひと   …………………………………………  小野寺史宜
◦キンモクセイ   ………………………………  今野　　敏
◦一切なりゆき   ………………………………  樹木　希林
◦蜜蜂と遠雷   …………………………………  恩田　　陸
◦羊と鋼の森   …………………………………  宮下　奈都
◦店長がバカすぎて   …………………………  早見　和真
◦愛なき世界   …………………………………  三浦しをん
◦マスカレード・ナイト   ……………………  東野　圭吾
◦むらさきのスカートの女   …………………  今村　夏子

◦るるぶ滋賀びわ湖‘19
◦志麻さんの自宅レシピ
◦予約がとれない伝説の家政婦が教える　

魔法の作りおき
◦るるぶ京都‘19
◦樹木希林120の遺言
◦正直、服はめんどくさいけれどおしゃれ

に見せたい

小説・エッセイ以外では、旅行雑誌や
料理などの実用書が人気でした。

▲越前がにミュージアムで越前がにについて学びました ▲全員でみやま市の友達を迎えました

広報 えちぜん15 令和 ２ 年 ３ 月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん 14令和 ２ 年 ３ 月号

健康な暮らしのために



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 生きてきた道振り返る五七五	 木下百合子川 柳

保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 3月は実施しません 34–5602

朝 日 南 保 育 所 3月は実施しません 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 3月は実施しません 34–0081

あさがお保育園 3月は実施しません 34–1110

宮崎中央保育所 3月は実施しません 32–2067

小 曽 原 保 育 所 3月は実施しません 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 平日午前中 32–3014

西 徳 寺 保 育 園  3 月3日㈫午前中 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 平日午前中 37–0305

織 田 保 育 所 平日午前中 36–0160

はぎのこども園 平日午前中 36–0396

た い ら 保 育 園 平日午前中 36–0251
※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
2
月
15
日
現
在
）

（
2
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（2月1日現在）

人　口 21,287人

　男 10,359人
　女 10,928人
世帯数 7,266戸

（前月より35人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

　

こ
の
写
真
は
、
朝
日
南
保
育
所
に
飾
ら
れ

た
雛
人
形
を
園
児
の
み
ん
な
で
囲
ん
で
撮
っ

た
一
枚
で
す
。

　

こ
の
雛
人
形
は
、
地
域
の
人
か
ら
譲
り
受

け
、
毎
年
玄
関
ホ
ー
ル
に
飾
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

突
然
や
っ
て
き
た
役
場
の
知
ら
な
い
お
じ

さ
ん
に
園
児
た
ち
も
最
初
は
警
戒
し
て
い
た

様
子
で
し
た
が
、
園
長
先
生
を
は
じ
め
、
ベ

テ
ラ
ン
の
保
育
士
さ
ん
た
ち
が
テ
キ
パ
キ
と

子
ど
も
た
ち
の
位
置
を
調
整
し
て
く
れ
て
、

ス
ム
ー
ズ
に
撮
影
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

あ
と
で
聞
い
た
ら
、
前
日
か
ら
子
ど
も
た

ち
と
リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
て
く
れ
て
い
た
み
た

い
で
す
。

　

写
真
を
撮
り
終
え
て
帰
る
と
き
、
子
ど
も

た
ち
が
笑
顔
で
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て
く
れ
た

の
で
、
と
て
も
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

　
今
年
は
、
雪
が
ほ
と
ん
ど
降
ら
な
い
暖
冬
で

す
ね
。
1
月
の
積
雪
ゼ
ロ
は
、
観
測
記
録
の
あ

る
１
８
９
７
年
以
降
で
初
め
て
だ
そ
う
で
す
。

　
県
内
の
ス
キ
ー
場
で
は
、
ゲ
レ
ン
デ
に
積
雪

が
見
込
め
ず
、
営
業
を
断
念
す
る
一
方
で
、
ゴ

ル
フ
場
は
、
暖
か
い
日
も
多
く
、
利
用
客
は
例

年
の
2
倍
以
上
と
の
こ
と
。
町
で
考
え
て
み
る

と
、
除
雪
費
用
が
浮
く
一
方
で
、
イ
ノ
シ
シ
な

ど
が
増
え
た
り
、
夏
季
の
渇
水
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
天
候
は
自
然
が
相
手
な
の
で
仕
方
が
な
い

で
す
が
、
何
事
も
ほ
ど
ほ
ど
が
い
い
な
と
感
じ

ま
す
。 編

集
後
記

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
8080

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編    

④④  

――

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

3月の越前町関連の番組放送予定

たんなんスマイル TV（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中 !

  バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも ?

Ｅ
子 

こ
ん
に
ち
は
。

学
Ｍ 

こ
ん
に
ち
は
。今
回
も
、上う

え

野の

順じ
ゅ
ん

藝げ
い（
丹た

ん

山ざ
ん

）の

生
涯
に
つ
い
て
、ご
紹
介
し
ま
す
。

 

順
藝
は
幼
少
の
頃
よ
り
優
秀
で
、四
歳
に
し
て

『
阿
弥
陀
経
』を
暗
誦
し
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

Ｅ
子 

『
阿
弥
陀
経
』と
い
え
ば
、『
観
無
量
寿
経
』・『
無

量
寿
経
』と
並
ぶ
、浄
土
三
部
経
の
ひ
と
つ
で
、

私
た
ち
に
と
っ
て
も
な
じ
み
の
深
い
経
典
で

す
ね
。

学
Ｍ 

山や
ま

田だ

秋し
ゅ
う

甫ほ

の『
浄
勝
寺
丹
山
』に
は
、「
一
八
六
九

字
の『
阿
弥
陀
経
』
を
暗
誦
し
」、
周
り
の
人
々

を
驚
か
せ
た
と
あ
り
ま
す
。

 

一
般
に
流
布
す
る『
阿
弥
陀
経
』
の
正
式
な
名

称
は『
仏
説
阿
弥
陀
経
』と
い
い
、中
国
・
後こ

う

秦し
ん

の
鳩く

摩ま

羅ら

什じ
ゅ
うが
訳
し
た
も
の
で
す
。

Ｅ
子 

鳩
摩
羅
什
の
名
は
知
っ
て
い
ま
す
。
経
典
の
訳

者
と
し
て
有
名
だ
と
、世
界
史
の
教
科
書
で
見

ま
し
た
。
た
し
か
王
族
の
出
身
で
、
波
瀾
万
丈

な
人
生
を
送
ら
れ
た
人
で
す
ね
。

学
Ｍ 

幼
い
頃
よ
り
優
秀
で
あ
っ
た
順
藝
は
、「
曇ど

ん

鸞ら
ん

の
再
生
」と
評
さ
れ
ま
し
た
。

Ｅ
子 

「
曇
鸞
」と
は
、ど
の
よ
う
な
人
物
で
す
か
。

学
Ｍ 

曇
鸞
は
、「
浄

じ
ょ
う

土ど

五ご

祖そ

」
の
第
一
、「
真
宗
七
高

僧
」の
第
三
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
僧
侶
で
す
。

Ｅ
子 

ま
た
、難
し
い
言
葉
が
出
て
き
ま
し
た
。「
浄
土

五
祖
」と
は
、何
で
し
ょ
う
？

学
Ｍ 

「
浄
土
五
祖
」は
、浄
土
宗
の
開
祖
で
あ
る
法ほ

う

然ね
ん

が
定
め
た
も
の
で
、
浄
土
宗
の
教
え
を
受
け
継

い
で
い
っ
た
五
人
の
高
僧
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

 

曇
鸞
に
始
ま
り
、道ど

う

綽し
ゃ
く・
善ぜ

ん

導ど
う

・
懐え

感か
ん

・
少

し
ょ
う

康こ
う

と

続
く
、中
国
の
僧
侶
で
す
。

Ｅ
子 

す
る
と
、「
真
宗
七
高
僧
」は
浄
土
真
宗
の
開
祖

で
あ
る
親し

ん

鸞ら
ん

が
定
め
た
、七
人
の
聖
人
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

学
Ｍ 

そ
の
通
り
で
す
。
イ
ン
ド
の
竜

り
ゅ
う

樹じ
ゅ

・
世せ

親し
ん

、
中

国
の
曇
鸞
・
道
綽
・
善
導
、日
本
の
源げ

ん

信し
ん

・
法
然

の
七
人
を
指
し
ま
す
。

 
話
を
戻
し
ま
す
と
、曇
鸞（
四
七
六
―
五
四
二
）

は
、五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
前
半
に
か
け
て

活
躍
し
た
中
国
北
魏
の
僧
侶
で
す
。
中
国
五
台

山
の
近
く
で
生
ま
れ
、イ
ン
ド
中

ち
ゅ
う

観が
ん

派は

の
思
想

を
学
び
ま
し
た
。

 

あ
る
時
、
曇
鸞
は
病
に
倒
れ
、
菩ぼ

提だ
い

流る

支し

と
い

う
僧
侶
か
ら『
観
無
量
寿
経
』を
授
か
り
、浄
土

教
に
帰
依
し
ま
し
た
。

 

曇
鸞
は「
浄
土
の
教
え
こ
そ
が
、
乱
れ
た
世
の

中
で
信
じ
る
に
足
る
」
と
い
う
こ
と
を
説
き
、

日
本
浄
土
教
の
成
立
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

丹
山
が
幼
く
し
て
曇
鸞
と
比
べ
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
は
、い
か
に
彼
が
優
秀
で
あ
っ
た
か
が

わ
か
り
ま
す
。

東
内
郡 

宮み
や

﨑ざ
き　

結ゆ

愛あ

（
俊
哉
、
女
）

気
比
庄 

武た
け

田だ　

大や
ま
と和

（
学
、
男
）

気
比
庄 

齊さ
い

藤と
う　

ら
ら
（
靖
広
、
女
）

樫　

津 

定さ
だ

木き　

柊と
う

弥や

（
勇
人
、
男
）

梅　

浦 

宮み
や

本も
と　
　

朔さ
く

（
駿
、
男
）

道　

口 

宮み
や

﨑ざ
き

結ゆ

凛り

奈な

（
寛
務
、
女
）

上
山
中 

堀ほ
り　

　

新あ
ら

大た

（
晃
忠
、
男
）

赤
井
谷 

島し
ま

田だ　

凱か
い

翔と

（
和
宜
、
男
）

入　

尾 

佐さ

さ々

木き

隆り
ゅ
う

成せ
い

（
一
成
、
男
）

打　

越 

長な
が

岡お
か　

勇ゆ
う

汰た

（
一
樹
、
男
）

西
田
中 

齊
藤
の
ぶ
子
さ
ん
（
92
歳
）

西
田
中 

笠
原
み
つ
子
さ
ん
（
89
歳
）

朝　

日 

田
中　
　

實
さ
ん
（
80
歳
）

上
川
去 

桒
原　

澄
子
さ
ん
（
84
歳
）

宝
泉
寺 

竹
内
ト
シ
ヱ
さ
ん
（
93
歳
）

宝
泉
寺 

佐
々
木　

等
さ
ん
（
89
歳
）

天　

谷 

狛　
　

駿
一
さ
ん
（
77
歳
）

小
曽
原 

古
川
ち
よ
子
さ
ん
（
83
歳
）

江　

波 

加
藤　

修
一
さ
ん
（
72
歳
）

円　

満 

山
田
佐
九
治
さ
ん
（
72
歳
）

血
ケ
平 

中
谷　

照
男
さ
ん
（
88
歳
）

血
ケ
平 

林　
　

幸
子
さ
ん
（
91
歳
）

梅　

浦 

笠
原　

正
次
さ
ん
（
86
歳
）

梅　

浦 

畦
地　

春
清
さ
ん
（
91
歳
）

　

宿 

梶
谷
な
つ
子
さ
ん
（
93
歳
）

大　

樟 

島
津　

節
子
さ
ん
（
78
歳
）

米　

ノ 

小
林　

み
つ
さ
ん
（
95
歳
）

上　

野 

水
島　

勘
平
さ
ん
（
88
歳
）

　

中 

上
坂
あ
さ
の
さ
ん
（
95
歳
）

■ みんなの学校じまん
宮崎小学校

【 3月7日㈯～ 3月13日㈮】
■ 「Jr.+（ジュニアプラス）」

織田小学校
６年生を送る会

【 3月14日㈯～ 3月20日㈮】
■ 丹南キッズ〜ことばのタイムカプセル〜

西徳寺保育園
【 3月21日㈯～ 3月27日㈮】

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中！
交通災害共済に加入しましょう

【3月1日㈰～3月6日㈮】
マイナンバーカードの取得はお早めに

【3月7日㈯～3月20日㈮】
第10回越前陶芸村しだれ桜まつり

【3月21日㈯～4月10日㈮】

学芸員 M

E 子

広報 えちぜん 16広報 えちぜん17 令和 ２ 年 ３ 月号令和 ２ 年 ３ 月号



特  集

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う  

― 

番
外
編 

―

雨
田
光
平
記
念
館
を
た
ず
ね
ま
し
た

雨
田
光
平
記
念
館
を
た
ず
ね
ま
し
た

学芸員 K

E 子

Ｅ
子 

今
日
は
、
企
画
展
覧
会
開
催
中
の
雨
田
光

平
記
念
館
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。

 

私
、
は
じ
め
て
来
た
の
で
す
け
れ
ど
、
レ

ン
ガ
で
作
っ
た
よ
う
な
お
し
ゃ
れ
な
建
物

で
す
ね
。
入
口
に
楽
器
を
持
っ
た
男
性
の

像
が
あ
る
け
れ
ど
、
こ
の
人
が
雨
田
光
平

さ
ん
な
の
か
な
？

学
Ｋ 

こ
ん
に
ち
は
Ｅ
子
さ
ん
。
残
念
だ
け
ど
、

そ
の
人
は
雨
田
光
平
さ
ん
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
彫
刻
は
雨
田
さ
ん
が
作
っ
た
作

品
で
、
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
を
モ
デ
ル
に
し

た「
グ
レ
ラ
ー
氏
の
像
」（
昭
和
45
年
制
作
）

で
す
。

 

展
示
室
の
中
へ
ど
う
ぞ
。
雨
田
さ
ん
は
こ

ち
ら
の
人
で
す
。

た
名
前
が「
光
平
」
で
し
た
。
よ
い
名
前

だ
っ
た
の
で
、
自
分
の
作
家
名
に
し
て
し

ま
っ
た
そ
う
で
す
。

Ｅ
子 

そ
う
で
す
か
。で
は「
禎
之
」は
ど
ん
な
由

来
が
あ
っ
た
の
で
す
か
？

学
Ｋ 

こ
ち
ら
は
学
生
時
代
か
ら
入
門
し
て
い
た
、

箏
曲
京
極
流
の
師
匠
が
つ
け
て
く
れ
た
名

前
で
し
た
。

Ｅ
子 

は
じ
め
て
き
い
た
流
派
の
名
前
で
す
が
、

箏
曲
京
極
流
っ
て
ど
ん
な
曲
な
の
で
す

か
？

学
Ｋ 

箏
曲
京
極
流
は
、
奏
者
が
演
奏
し
な
が
ら

歌
う
、
弾
き
語
り
の
琴
な
の
で
す
。
昭
和

48
年
に
国
か
ら「
記
録
作
成
等
の
措
置
を

講
ず
べ
き
無
形
文
化
財
」
の
指
定
を
受
け

て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

え
っ
国
の
無
形
文
化
財
で
す
か
。

学
Ｋ 

文
化
財
と
し
て
の
名
称
は「
京
極
流
箏
曲
」

で
、
雨
田
さ
ん
は
保
持
者
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
認
定
保
持

者
は
雨
田
さ
ん
一
人
で
す
。

Ｅ
子 

そ
ん
な
人
と
越
前
町
っ
て
、
ど
ん
な
つ
な

が
り
が
あ
る
の
で
す
か
？

学
Ｋ 

実
は
雨
田
さ
ん
の
彫
刻
の
弟
子
が
、
織
田

町（
現
越
前
町
織
田
）の
越
前
焼
窯
元
で
、

陶
芸
の
勉
強
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る

の
で
す
。
雨
田
さ
ん
は
そ
こ
へ
頻
繁
に
訪

れ
て
、
地
元
の
人
た
ち
と
交
流
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
そ
こ
は
越
前
焼
の
修
行
を
し

て
い
る
人
の
他
に
、雨
田
さ
ん
も
含
め
て
、

 

も
ち
ろ
ん
県
内
の
美
術
館
に
も
作
品
が
収

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
雨
田
さ
ん
が
学
生
時
、

は
じ
め
て
文
展
に
出
品
し
た
作
品
は
、
当

時
の
文
部
省
が
買
い
上
げ
て
現
在
も
東
京

国
立
近
代
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

ど
ん
な
作
品
で
す
か
？

学
Ｋ 

現
在
記
念
館
に
作
品
の
一
部
が
残
っ
て

い
ま
す
が
、「
女
の
顔
」と
い
う
作
品
で
す
。

雨
田
さ
ん
が
夏
休
み
に
帰
省
し
た
際
、
お

兄
さ
ん
の
お
嫁
さ
ん
を
モ
デ
ル
に
し
て

作
っ
た
頭
部
像
で
す
。

Ｅ
子 

華
々
し
く
彫
刻
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
で
す
ね
。

学
Ｋ 

と
こ
ろ
が
、
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
の
で

す
。
当
時
、
作
品
は
高
い
評
価
を
受
け
た

の
で
す
が
、
雨
田
さ
ん
は
作
風
に
つ
い
て

悩
み
ア
メ
リ
カ
へ
渡
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｅ
子 

ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
か
。

学
Ｋ 

そ
こ
で
今
度
は
ハ
ー
プ
に
出
会
い
ま
す
。

Ｅ
子 

い
き
な
り
音
楽
で
す
か
。

学
Ｋ 

い
き
な
り
で
も
な
い
で
す
よ
。
雨
田
さ
ん

は
美
術
学
校
に
入
学
す
る
と
同
時
に
、
箏

曲
京
極
流
と
い
う
琴
の
流
派
に
入
門
し
て

い
て
音
楽
の
素
養
も
あ
り
ま
し
た
。

 

ア
メ
リ
カ
で
ハ
ー
プ
に
出
会
っ
た
雨
田
さ

ん
は
本
格
的
に
勉
強
が
し
た
い
と
、
今
度

は
フ
ラ
ン
ス
へ
渡
り
ま
す
。

Ｅ
子 

彫
刻
は
ど
う
な
っ
た
の
で
す
？

学
Ｋ 

東
京
で
開
催
さ
れ
る
大
き
な
展
覧
会
に
作

品
を
出
す
こ
と
は
な
く
、
故
郷
で
自
分
の

作
品
を
作
り
続
け
た
そ
う
で
す
。

 

雨
田
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
ご
家
族

の
人
が
生
前
住
ん
で
い
た
家
と
ア
ト
リ
エ

を
記
念
館
に
し
て
作
品
公
開
を
し
て
い
た

の
で
す
が
、
生
前
、
雨
田
さ
ん
が
織
田
町

に
よ
く
来
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

て
、
作
品
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
新
し
く

記
念
館
を
開
館
し
ま
し
た
。

 

今
私
た
ち
が
い
る
展
示
室
1
が
常
設
展
示

で
、
東
京
美
術
学
校
の
学
生
時
代
か
ら
晩

年
ま
で
雨
田
さ
ん
が
作
っ
た
彫
刻
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
子　
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
か
。全
然
知
ら
な
か
っ

た
。こ
う
し
て
み
る
と
、一
人
の
人
が
作
っ

た
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
色
々
な
作
品
が

あ
り
ま
す
。
奥
の
展
示
室
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
で
す
か
？

学
Ｋ 

奥
の
展
示
室
は
、
館
蔵
品
に
よ
る
テ
ー
マ

展
や
企
画
展
の
部
屋
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
重

要
文
化
財「
相
木
家
住
宅
」に
伝
わ
る
品
々

と
と
も
に
、
相
木
家
住
宅
の
歴
史
と
そ
こ

に
住
ん
で
い
た
人
々
に
つ
い
て
展
示
し
て

い
ま
す
。

 

ど
ち
ら
も
ぜ
ひ
、じ
っ
く
り
見
て
く
だ
さ
い
。

Ｅ
子 

そ
う
で
し
た
か
。と
こ
ろ
で
雨
田
光
平
さ
ん
っ

て
、何
を
し
て
い
た
人
だ
っ
た
の
で
す
か
？

学
Ｋ 

雨
田
光
平
さ
ん
は
、
本
名
は
雨
田
外
次
郎

さ
ん
。光
平
は
作
家
と
し
て
名
前
で
す
。

Ｅ
子 

本
名
か
と
思
っ
た
ら
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
す
か
。

学
Ｋ 

光
平
の
前
は「
禎
之
」。他
に
も
福
井
震
災

後
、
仮
住
ま
い
し
て
い
た
家
に
ち
な
ん
で

「
板
屋
山
人
」、
福
井
市
の
お
さ
ご
え
山
近

く
に
住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら「
兎
山
人
」

な
ど
、
い
く
つ
か
の
名
前
を
名
の
っ
て
い

ま
し
た
。
一
番
知
ら
れ
て
い
る
名
前
は
、

や
は
り「
光
平
」で
す
。

Ｅ
子 
福
井
市
に
住
ん
で
い
た
人
な
の
で
す
か
？

越
前
町
の
人
で
は
な
い
の
で
す
ね
。

学
Ｋ 
そ
う
で
す
。
福
井
市
生
ま
れ
で
、
福
井
中

学（
現
藤
島
高
校
）卒
業
後
、東
京
美
術
学

校（
現
東
京
藝
術
大
学
）
へ
進
学
し
て
彫

刻
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。

Ｅ
子 

な
る
ほ
ど
。
彫
刻
家
な
の
で
す
ね
。
ど
お

り
で
た
く
さ
ん
彫
刻
が
飾
っ
て
あ
る
は
ず

で
す
。
と
こ
ろ
で
野
外
に
飾
っ
て
あ
る
彫

刻
は
、本
物
な
の
で
す
か
？

学
Ｋ 

本
物
で
す
よ
。
雨
田
さ
ん
の
彫
刻
は
こ
こ

の
他
に
も
福
井
市
の
柴
田
神
社
の
柴
田
勝

家
像
、
中
央
公
園
の
震
災
祈
念
碑
レ
リ
ー

フ
、
県
内
の
高
校
な
ど
た
く
さ
ん
の
場
所

に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

色
々
な
職
業
の
人
た
ち
が
訪
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。

 

こ
の
他
、
雨
田
さ
ん
は
織
田
町
の
窯
元
や

瓦
工
場
、
県
窯
業
試
験
場
で
作
品
制
作
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
39
年
に
は
県

窯
業
試
験
場
を
賛
助
出
品
に
迎
え
、
織
田

町
や
福
井
市
の
越
前
焼
窯
元
6
人
と
一
緒

に「
七
人
陶
芸
展
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

 

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
県

文
化
財
審
議
委
員
を
務
め
て
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

Ｅ
子 

文
化
財
保
護
活
動
も
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

学
Ｋ 

越
前
陶
芸
村
建
設
時
に
調
査
に
来
た
り
、

依
頼
を
受
け
て
仏
像
を
修
繕
し
た
り
し
た

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

Ｅ
子 

彫
刻
家
、ハ
ー
プ
演
奏
家
、箏
演
奏
家
で
国

の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
認
定
者
…
本
当

に
色
々
な
こ
と
が
出
来
た
人
な
の
で
す
ね
。

学
Ｋ 

そ
う
で
す
ね
。
交
友
も
幅
広
い
人
で
し
た
。

福
井
県
出
身
の
小
説
家
の
中
野
重
治
、
そ

の
妹
で
詩
人
の
中
野
鈴
子
や
、
坂
井
市
三

国
町
に
仮
住
ま
い
を
し
て
い
た
詩
人
の
三

好
達
治
と
も
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。
三
好

は
箏
を
弾
く
雨
田
を
題
材
に
し
た
詩
を

作
っ
て
い
ま
す
。

 

記
念
館
に
は
、中
野
重
治
、三
好
達
治
が
雨

田
さ
ん
に
あ
て
た
手
紙
も
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

す
ご
い
で
す
ね
。
雨
田
さ
ん
っ
て
毎
日
、

忙
し
そ
う
に
全
国
を
飛
び
回
っ
て
い
る
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

学
Ｋ 

そ
う
で
も
な
い
の
で
す
よ
。
確
か
に
展
覧

会
を
開
い
た
り
芸
術
を
学
ぶ
塾
を
開
い
た

り
、
箏
曲
家
と
し
て
日
本
舞
踊
の
海
外
公

演
に
参
加
し
た
り
色
々
な
こ
と
を
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

 

し
か
し
雨
田
さ
ん
は
、
昭
和
5
年
に
フ
ラ

ン
ス
か
ら
帰
国
し
て
昭
和
19
年
に
戦
禍
を

さ
け
て
帰
郷
す
る
ま
で
東
京
で
活
動
し
た

だ
け
で
、
そ
の
後
は
昭
和
60
年
に
亡
く
な

ら
れ
る
ま
で
ず
っ
と
故
郷
の
福
井
に
住
ん

で
い
ま
し
た
。

Ｅ
子 

故
郷
を
大
切
に
し
て
い
た
の
で
す
ね
。

学
Ｋ 

当
時
の
ア
ル
バ
ム
に
は
、
彫
刻
を
作
っ
て

い
る
写
真
が
残
っ
て
い
ま
す
し
、
当
時

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
い
た
日
本
人
作
家
達
が
ひ

ら
い
た
展
覧
会
に
出
品
の
記
録
が
残
っ
て

い
ま
す
。

 

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
音
楽
院
の
教
授
に
弟
子

入
り
し
て
ハ
ー
プ
を
学
ん
だ
そ
う
で
す
が
、

教
室
で
は
最
年
長
の
学
生
だ
っ
た
そ
う
で

す
よ
。

Ｅ
子 

そ
れ
で
ハ
ー
プ
は
う
ま
く
な
れ
た
の
で
す

か
？

学
Ｋ 

え
え
。
昭
和
5
年
に
雨
田
さ
ん
は
帰
国
す

る
の
で
す
が
、
彫
刻
家
と
ハ
ー
プ
の
演
奏

者
、
両
方
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
箏
曲
京
極
流
演
奏
者
と
し
て
も
演

奏
会
を
開
い
た
り
、
人
に
教
え
た
り
も
し

て
い
ま
し
た
。

Ｅ
子 

す
ご
い
で
す
ね
。

学
Ｋ 

帰
国
し
た
一
年
後
、
展
覧
会
で
発
表
し
た

の
が
こ
の
作
品
で
す
。

Ｅ
子 

作
り
方
が
全
然
違
い
ま
す
ね
。

学
Ｋ 

海
外
で
身
に
着
け
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

作
品
の
モ
デ
ル
は
自
分
の
奥
さ
ん
だ
そ
う

で
す
。

 

ち
な
み
に
、
こ
の
作
品
を
発
表
し
た
後
に

生
ま
れ
た
息
子
さ
ん
の
た
め
に
考
え
て
い

  

企
画
展　

 

相
木
家
住
宅
と
窯
業

会　
　
期　
3
月
22
日
㈰
ま
で

開
館
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　
　
　
　
　
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で

会
期
中
の
休
館
日　
毎
週
月
曜
日

観
覧
料　
一
般
１
０
０
円

　
　
　
　
　
20
人
以
上
の
団
体　
2
割
引

　
　
　
　
　
中
学
生
以
下
70
歳
以
上
は
無
料

後　
　
援　
福
井
新
聞
社
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
井
放
送
局
・

Ｆ
Ｂ
Ｃ
・
福
井
テ
レ
ビ
・
丹
南
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ

問
合
せ
先　
雨
田
光
平
記
念
館　
☎
３
６‒

２
６
６
６

  

重
要
文
化
財「
相
木
家
住
宅
」特
別
公
開

　
企
画
展
に
あ
わ
せ
て
重
要
文
化
財「
相
木
家
住

宅
」が
特
別
公
開
さ
れ
ま
す
。入
場
無
料
で
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
訪
問
く
だ
さ
い
。

　
な
お「
相
木
家
住
宅
」は
江
戸
時
代
の
建
造
物
で
、

個
人
の
住
宅
で
す
。
訪
問
の
際
は
、
管
理
者
の
指

示
に
従
っ
て
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

公
開
日　
3
月
7
日
㈯
・
15
日
㈰
・

　
　
　
　
　
20
日（
金
・
春
分
の
日
）・
21
日
㈯

公
開
時
間　
午
前
11
時
〜
午
後
3
時

問
合
せ
先　
相
木　
２
１‒

０
４
１
６（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み
）

▲雨田光平記念館

▲雨田光平▲箏演奏中の雨田光平

▲女の顔（原型）

▲柴田勝家像制作中の
　雨田光平

▲母と子（ブロンズ）

▲展示室
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自然の恵みに心弾む ♪　〜直接体験で育まれる心〜

地域おこし協力隊
大谷君の

それいけ！越前探検隊 社会教育委員研修会に
参加しましたact.17

s o r e i k e !  e c h i z e n  t a n k e n t a i !
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大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています
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町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

ヤドカリ

見ーつけた！

大波小波～

波って不思議

だね！！

四ヶ浦保育園
～散歩編～

No.34すくすく通信すくすく通信

　こんにちは。地域おこし協力隊の大谷です。令和元年12
月5日に鯖丹ブロックの社会教育委員会の研修会が越前町
学校給食センターで開かれ、講師として参加してきました。
　各地で地域づくりをされている人が集まる中、「空き家利
活用と地域づくり」というテーマでお話させていただきま
した。昨年10月に開催した「しかうら古民家マーケット」
のことを中心に、越前町に移住し、地域活動をされている

人をご紹介させていただきました。
　「しかうら古民家マーケット」のことはすでに知っていた
り、興味を持ってくださっていた人も多く、たくさんのご
意見をいただくことができました。
　講演後には意見交換会もあり、各地域で行っている活動
内容や課題などを共有でき、学ぶことが多い研修会となり
ました。この経験を今後の活動に活かしていきたいです。

この花
なんて名前
だろう？

とれたての
越前ガニ

参加者同士で地域活動に
ついての意見交換会。各地域での
取り組みの現状を聞くことができ、
とても勉強になりました。　

講演の様子。講演後には
「来年もがんばって」と激励の
言葉もいただき、今後の
励みになりました。

最後はできたての給食を
いただきました。13年ぶりに
食べた給食はとてもおいし

かったです。
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